
岐阜県ＪＡグループにおける農業所得増大・地域活性化支援について 

岐阜県ＪＡグループは、県内農業者の所得増大ならびに地域活性化に向けて、平成28年度

から３年間、総額で約６億円の支援事業に取組みます。 

各事業につきましては、農業者への総合的な支援を行うＪＡ岐阜中央会（岐阜県ＪＡ担い

手サポートセンター）が事業実施主体となり、ＪＡ岐阜信連および県下ＪＡと連携し実施い

たします。 

平成28年度については、担い手農業者等の規模拡大や生産コスト低減に向けた「農機具の

リース料助成」、食の安全性向上に向けた「ＧＡＰ（農業生産工程管理）の取得・維持にかか

る費用助成」、県内の農業関連学科設置高校と連携した「地域農業にかかる研究活動費用助成」

などを実施し、平成29年度には、地域の中核的な担い手である農業法人等を対象とした「農

機具等の購入助成」を行います。 

農業融資にかかる利子補給事業や保証料助成事業などの金融支援も引き続き行っていく予

定であり、岐阜県ＪＡグループは、今後３年間、総力を挙げて農業者の所得増大に取り組ん

でまいります。 

（主な事業概要） 

事業名 内容 
事業 

実施時期 

農機具リースにかか

るリース料助成事業 

規模拡大等に取り組む担い手農業者等を対象に、農機具

リースにかかるリース料を助成します（１先あたり最大

400万円）。 

Ｈ28年度 

食の安全支援事業 

担い手農業者等を対象に、グローバルＧＡＰまたはＪＧ

ＡＰの取得・維持にかかる費用を助成します（１先あた

りグローバルＧＡＰは最大 40 万円、ＪＧＡＰは最大 20

万円）。 

Ｈ28年度～

Ｈ30年度 

ＪＡ農業教育支援事

業 

農業関連学科設置高校を対象に、農業をテーマとした研

究活動にかかる費用を助成します（１プロジェクトあた

り最大25万円）。 

Ｈ28年度～

Ｈ30年度 

農機具購入にかかる

助成事業 

農業法人、集落営農組織を対象に、農機具等購入にかか

る購入費用を助成します（１先あたり最大200万円） 

Ｈ29年度～

Ｈ30年度 

 


